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日
本
だ
け
賃
金
低
下
が
続
く

年
比

先
進
国
で
唯
一
減
り
続
け
る

97

経
済
成
長
が
続
け
ば
物
価

や
賃
金
も
連
動
し
て
上
が
る

の
が
こ
れ
ま
で
の
経
済
の
通

例
。
そ
れ
だ
け
に
日
本
だ
け

が
下
が
る
理
由
は
、
資
本
の

搾
取
に
起
因
す
る
。

っ
た
。

会
社
運
営
の
資
金
繰
り

の
問
題
を
糾
弾
し
た
労
働

者
が
解
雇
さ
れ
た
。
不
満

に
思
っ
た
労
働
者
は
ス
ト

に
及
ん
だ
。
８

月

日
の

20

時
に
佐
野
サ
ー
ビ
ス
エ

12リ
ア
を
訪
ね
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
に
足
を
運
ぶ
と
「
営

業
休
止
中
」
の
張
り
紙
が

扉
に
貼
ら
れ
て
い
た
。
ス

ト
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。

（
８
月

日
現
在
）

30

高
の
賃
金
水
準
だ
」
と
大
ウ

ソ
を
つ
く
。

残
業
代
も
含
め
た
全
労
働

者
の
収
入
に
基
づ
き
、
「
一

人
当
た
り
の
賃
金
」
を
各
国

通
貨
ベ
ー
ス
で
算
出
、
指
数

化
す
る
と
、

年
時
点
で
の

18

日
本
人
の
１
時
間
あ
た
り
の

賃
金
は

年
に
比
べ
８
・
２

97

％
減
少
。
こ
れ
に
対
し
、
イ

ギ
リ
ス
（

％
増
）
、
ア
メ

92

リ
カ
（

％
増
）
な
ど
は
軒

81

並
み
増
加
し
て
い
る
。
物
価

上
昇
分
を
差
し
引
い
た
実
際

の
購
買
力
で
あ
る
実
質
賃
金

で
み
て
も
日
本
は

％
も
下

10

が
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
（
41

％
増
）
、
ア
メ
リ
カ
（

％
25

増
）
な
ど
は
上
が
っ
て
い
る

の
と
正
反
対
だ
。

時
間
あ
た
り
で
み
た
日
本
の

賃
金
は
過
去

年
間
で
８
％
強

21

減
り
、
先
進
国
中
で
マ
イ
ナ
ス

な
の
は
日
本
だ
け
。
経
済
協
力

開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
統

計
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。

企
業
の
搾
取
強
化
は
、
人
件

費
を
大
き
く
削
り
、
資
本
の
利

潤
だ
け
を
増
や
し
て
い
る
。「
働

け
ど
賃
金
低
迷
」
の
状
況
が
広

が
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
は
増

え
続
け
る
。

実
質
賃
金
の
低
下
は
、
消
費

を
冷
え
込
ま
せ
る
悪
循
環
を
招

い
て
い
る
。
賃
金
低
迷
は
現
役

世
代
の
困
窮
を
招
く
だ
け
で
な

く
、
年
金
の
支
給
額
の
低
下
に

直
結
し
て
い
る
。
安
倍
政
権
は

こ
れ
ら
を
無
視
す
る
よ
う
に
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
で
「
過
去
最

政
府
は
労
働
者
派
遣
法
改
悪

な
ど
で
、
企
業
の
人
件
費
削
減

を
容
易
に
し
た
。
賃
金
の
安
い

非
正
規
雇
用
の
比
率
は

年
の

97

・
２
％
か
ら
、

年
の

・

23

18

37

８
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

交
渉
も
し
な
い
社
長
に
不
安
広
が
る

東
北
道
・
佐
野
Ｓ
Ｅ
の
ス
ト
ラ
イ
キ

東
北
道
・
佐
野
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
上
り
線
の
フ
ー

ド
コ
ー
ト
と
売
店
を
運
営

す
る
、
栃
木
県
佐
野
市
の

ケ
イ
セ
イ
・
フ
ー
ズ
の
労

働
者
が
８
月

日
か
ら
ス

14

ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
事

態
を
調
べ
る
と
「
同
社
の

親
会
社
は
地
元
の
建
設
会

社
。
信
用
不
安
情
報
か
ら
、

７
月

日
前
後
に
フ
ー
ド

25

コ
ー
ト
や
売
店
に
商
品
の

納
入
が
極
端
に
少
な
く
な
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Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
の
闘
い
は
終
わ
ら
な
い

山
口
団
長
が
語
る
闘
い
の
す
べ
て
！

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
平
和
セ
ン
タ
ー

個
人
加
盟
で
裾
野
を
広
げ
よ
る

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
平
和
セ
ン

タ
ー
（
ユ
ニ
オ
ン
平
和
）
は
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
「
平
和
・

人
権
・
環
境
」
理
念
の
も
と
に

４
月

日
に
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

25

に
中
央
団
体
と
し
て
加
盟
し
ま

し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
平
和
は
、
東
京
・

千
代
田
区
神
田
の
本
部
を
拠
点

に
活
動
を
進
め
る
。
平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム
常
任
幹
事
会
・
原
水
禁

会
議
に
常
任
幹
事
の
滝
沢
・

芝
崎
を
送
り
、
毎
月
１
回
の
会

議
に
参
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
ユ
ニ
オ
ン
平
和
に
於

い
て
も
毎
月
第
４
木
曜
日
を
定

例
に
幹
事
会
を
開
き
、
学
習
と

取
り
組
み
課
題
を
議
論
し
て
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
行
動
に
参

加
し
て
い
る
。

ユ
ニ
オ
ン
平
和
は
組
織
拡
大

と
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指

し
、
団
体
・
個
人
（
サ
ポ
ー
ト
）

加
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

◆
団
体
＝
千
円
／
年
（
一
口
）

◆
個
人
＝
千
円
／
年
（
一
口
）

皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
活
動

と
支
援
で
ユ
ニ
オ
ン
平
和
の
組

織
的
発
展
と
我
が
労
働
運
動
部

隊
の
認
知
度
を
高
め
た
い
。

上
告
は
棄
却
さ
れ
た
。

年
の
大
晦
日
に
パ
イ
ロ
ッ

10
ト
と
客
室
乗
務
員
が
大
量
に
首

を
切
ら
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
自
ら

招
い
た
経
営
の
失
敗
を
現
場
で

働
く
労
働
者
に
転
化
し
た
。
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
「
空
の

安
全
」
を
追
求
す
る
労
働
組
合

を
つ
ぶ
す
狙
い
も
あ
っ
た
。
職

場
復
帰
の
願
い
は
、
裁
判
で

は
踏
み
に
じ
ら
れ
た
。
そ
れ

で
も
、「
職
場
に
戻
ろ
う
」
の

思
い
を
闘
う
武
器
と
し
て
、

あ
き
ら
め
ず
職
場
復
帰
を
め

ざ
し
て
い
る
。
山
口
宏
弥
団

長
始
め
、
闘
争
団
は
全
国
を

回
っ
て
い
る
。

闘
い
の
教
訓
を
学
ぶ
「
労

働
運
動
学
習
会
」
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。

闘
争
団
と
支
援
団
体
が
手
を

取
り
合
っ
て
全
国
を
駆
け
巡
り
、

支
援
共
闘
組
織
を
広
げ
た
。

「
ス
ト
ラ
イ
キ
を
す
れ
ば
政

府
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
」
な
ど
デ
マ
宣
伝
で
、
労
働

組
合
の
活
動
を
妨
害
し
た
。
裁

判
で
は
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
、

不
当
労
働
行
為
と
し
て
会
社
の

国会19日行動で


